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集まれ！「私たちが、今、ともにできること」
全国各地のまちづくり、今年も大募集です。

新型コロナウイルスの流行によって、誰もが、地域の力や人の想いのつながりをかみしめた2020年。
だからこそ、今年の認知症とともに生きるまち大賞は、「ともに生きる」社会を認知症の人たちと
ともに問いかけ、活動を通じて見えてきた希望と可能性を伝えあいます。
あなたの地域の「まちづくり」、ふるってご応募ください。

締 切 2020年 9月15日（火）必着
募集概要など
詳しくは裏面をご覧ください。

写真：第3回「認知症とともにいきるまち大賞」表彰式（2019年）

新型コロナ流行の今年だからこそ、
心をこめて問いかけたい、熱く伝えたい！

募集 !!

「認知症とともに生きるまち大賞」は、NHK厚生文化事業団が、全国の「認知症とともによく生きる」取り組みを
募集し発信するものです。地域の活力、個人の想い、仲間のつながり、そんな独自の活動の成果を発表し交流しま
しょう。



◆募集要項◆
■募集対象
認知症の人がいきいきと暮らせるための活動を行っている団体やグループなどの取り組みを募集します。
自治体や法人の活動から、友人・知人でつくるグループの活動まで、規模や活動のカタチは問いません。

■選考基準
①共生社会に向けた先駆性、オリジナリティー
②認知症当事者が望む活動を本人が共に進めているか
③活動が多様な人々と共に進み、地域に広がっているか
④他の地域への応用可能性

■応募方法
以下の内容を記載して、お送りください。書式は問いません。ホームページからも応募できます。
１〔応募者について〕①お名前、②所属、③住所、④電話番号、⑤メールアドレス
２〔応募概要〕

①団体（または活動）名称、②代表者名、③所在地、④連絡先、⑤ホームページＵＲＬ、
⑥活動を始めた年、⑦主な活動地域
⑧活動ＰＲ
⑨認知症の当事者の声をもとに当事者と一緒にどのように活動しているか（活動を通じて当事者に
どのような変化があったか、当事者の生の声も教えてください）

⑩活動の広がり（当事者の参画の広がり、地域や他分野とのつながりの広がりなどを具体的に）

※その他、活動の内容が分かる資料（リーフレットや写真、動画等）があれば添付してください。
※応募内容について、より詳しく伺うため、お電話などで確認を取らせていただくことがあります。
※結果は「応募者」に通知いたします。

【送り先】 〒150-0041 東京都渋谷区神南1-4-1
NHK厚生文化事業団「ともに生きるまち大賞」係

URL https://www.npwo.or.jp （QRコード）⇒
（応募用紙サンプルをダウンロードすることもできます）

■結果発表
結果は11月中旬頃、申請いただいたみなさまに郵送します。

■表彰式と記念フォーラム
受賞された団体の代表者をお招きし、12月13日(日)、東京・ベルサール八重洲で表彰式と記念フォーラム
を行う予定です。
申し込み方法など詳細は、10月中旬ごろ、ＮＨＫ厚生文化事業団のホームページに掲載します。
※なお、新型コロナウイルスの感染状況などにより、変更する可能性もあります。

■お問い合わせ
NHK厚生文化事業団 tel 03-3476-5955（平日10:00～18:00）

各団体の活動紹介は、こちらのページで見られます。⇒ https://www.npwo.or.jp/info/15995

◆昨年の受賞団体◆
＜本賞＞
○高齢者の災害体験を地域防災に生かす「高齢者・こども110番：地域食堂『きたほっと』」（北海道・北見市）
○ビニールハウスは“小さな共生社会” 「ボランティア団体marugo-to（まるごーと）」 （新潟市）
○ウィッシュカードで認知症の人とサポーターをつなぐ「さがみはら認知症サポーターネットワーク」

（神奈川・相模原市）
○福祉施設が独自ブランド商品を開発「独自ブランド“sitte”プロジェクト」 （京都・右京区）
○地域の産業復興と名品作りを担う「ゆめ伴プロジェクトin門真」 （大阪・門真市）

＜ニューウェーブ賞＞
○認知症にやさしいスローショッピング「岩手西北医師会認知症支援ネットワーク」 （岩手・滝沢市）
○公共トイレハンドブックを作成「日本工業大学建築学部建築学科生活環境デザインコース」（埼玉・宮代町）
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